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○ 分科会の構成（敬称略）

リーダー 富田 義数 （三洋電機 研究開発本部 デジタルシステム研究所長）

サブリーダー 小林 豊幸 （ＮＴＴコミュニケーションズ 法人事業本部 担当部長）

小澤 愼二 （ＫＤＤＩ 官公庁営業部 次長)

坂下 誠司 （松下電器産業 ネットワーク開発センター グループマネージャー)

○ 分科会の活動方針

●創造系活動

・定期的な会員への研究ニーズ調査、内外の動向調査

・研究ニーズに基づき、新たな産学官連携研究開発テーマを検討

●促進系活動

・各研究開発テーマ間の交流促進

・シンポジウムや施設見学会等イベントの企画・実施による産官学連携促進

・都市産業振興や市民生活向上の観点からのアウトプット活用方策検討などの成果活用促進

●整備系活動

・研究開発整備要望など研究活動推進

企画・広報分科会の概要企画・広報分科会の概要
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● 創造系活動

2006年度の活動報告①2006年度の活動報告①

○ 新たな活動テーマの創出と新分科会の発足

・ 国やＮＩＣＴの研究開発動向、及び協議会会員アンケート調査結果に基づき、新世代ネットワークとユ

ニバーサルコミュニケーションをテーマとする、「新世代ネットワーク分科会」と「ユニバーサルコミュ

ニケーション分科会」、及びユニバーサルコミュニケーション分科会の下部に「ユニバーサル＆ロ

ボットシティ専門委員会」を発足。（06.4.19 運営・研究部会にて承認）

● 促進系活動

○ 新分科会へのメンバー募集の実施（06.8） 【別紙１：各分科会への参加状況】

○ 新分科会発足に伴う協議会活動のＰＲ、普及・啓蒙活動の実施（第５回産学官連携推進会議におけ

る総務大臣表彰及び出展、新パンフレットの作成） 【別紙２：協議会活動のＰＲ】

○ けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム２００６の開催 （06.11.13 大阪国際会議場）

・ 「ユニバーサルコミュニケーション」を重点テーマに、その期待される社会像や今後の研究

活動方針についての情報発信を行う。【別紙３：シンポジウム結果報告】

● 整備系活動

○ 本年度は新分科会立ち上げの時期であったため施設整備に関する活動はなし。次年度以降実施

予定。
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2006年度の活動報告②2006年度の活動報告②

企画・広報分科会

【オープンラボ関連】

２００７年
１月 ２月 ３月 ４月

●
第４回分科会
(3/31)

●
第５回協議会総会（5/23）

●
シンポジウム2006

(11/13)

２００６年
４月 ５月 ６月

●
第７回運営
研究部会
（4/19）

オープンラボ協議会事務局打合せ随時開催（月１回程度）

随時発表（Webサイト＆ Newsメール送付）、情報通信技術研究交流会（ＡＣ・Ｎｅｔ）例会協賛

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

●
分科会幹事会
(メール開催)

新たな活動テーマ
創出に向けた検討

●
第５回分科会

（4/10）

創造系活動

促進系活動

整備系活動

●
新体制を更新した
パンフレット作成
（総会で配布）

●
分科会幹事会

(7/31)

●
新分科会設置

（4/19）

メンバー
募集実施

（8/10～/31）

新分科会メンバー
募集に向けた検討

●
産学官連携功労者

表彰総務大臣賞受賞
（6/11）

●
ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ

接続実証実験への参加
(3/7～9)

●
ゆめはんな
公開実証実験

(7/29）
●

第８回運営
研究部会
（4/27）
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● 創造系活動

2007年度の活動計画①2007年度の活動計画①

○ 定期的な会員への研究ニーズなどの調査の実施

○ 研究ニーズに基き、産学官連携研究開発テーマ創出に向けた検討

（ユニバーサルコミュニケーション分科会 新ＷＧの検討）

● 促進系活動

○ 第１回ユニバーサルコミュニケーション国際シンポジウム（6/14－15、主催：NICT）共催にて、重点

テーマであるユニバーサルコミュニケーションについて情報発信

○ シンポジウム2007（11月予定）開催、ホームページを有効活用した協議会活動の一層のＰＲ、普及・

啓蒙活動の強化（随時）

○ 各分科会およびＷＧ間の情報共有、交流の促進、及び他団体との連携・交流

○ 会員からのご要望・意見に対する検討・提言

● 整備系活動

○ 今後の施設整備に関する会員アンケートの実施
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2007年度の活動計画②2007年度の活動計画②

注１：企画・広報分科会については、分科会設置要綱第4条3項により、場合により書面、Ｅメール等による開催とする。

企画・広報分科会

【オープンラボ関連】

２００８年
１月 ２月 ３月

○
第６回協議会
総会（5/22）

○
協議会主催シンポジウム

２００７年
４月 ５月 ６月

オープンラボ協議会事務局打合せ随時開催（月１回程度）

随時発表（Webサイト＆ Newsメール送付）、情報通信技術研究交流会（ＡＣ・Ｎｅｔ）例会協賛

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

○
第８回運営
研究部会
（4/27）

○
分科会
幹事会

○
第６回
分科会

創造系活動

促進系活動

整備系活動 今後の施設整備に関する
会員様アンケート実施（予定）

ユニバーサルコミュニケーション分科会
新ＷＧの検討

○
第１回ユニバーサルコミュニケーション
国際シンポジウム（6/14-15、NICT主催）



相互接続性検証WG
＜19＞

フォトニックWG
＜18＞

ネットワーク
アプリケーション
WG ＜6＞

言語コミュニケー
ションWG
＜4＞

知識処理システム
準備WG＜9＞

オープンプラット
フォームWG
＜7＞

生活支援型コミュ
ニケーションWG
＜11＞

技能伝達型ロボッ
トWG
＜12＞

ユニバーサル＆ロボッ
トシティ専門委員会

＜36＞

新世代ネットワーク
分科会
＜38＞

ユニバーサル
コミュニケーション
分科会 ＜22＞

別紙１：各分科会への参加状況（07年2月現在）

ホームネットワー
クWG
＜7＞

＜＞が参加者数
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別紙２：協議会活動のＰＲ

＜新パンフレット＞＜第５回産学官連携推進会議（06.06.11）＞

● 平成１８年度産学官連携功労者表彰 総務大臣賞受賞

○事例名：けいはんな情報通信オープンラボにおける研究開発の推進

○受賞者：

井植 敏 けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会 理事長

秋山喜久 (社)関西経済連合会 会長

立石義雄 (財)関西文化学術研究都市推進機構 理事長

● 総務大臣賞受賞に伴う出展模様

（国立京都国際会館 ）
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テーマ：「ユニバーサルコミュニケーション社会の実現に向けて 」

開催目的開催目的 総 括総 括

●参加状況
シンポジウム参加数：１３０名 交流会：８０名

●基調講演について

講演内容について「８０％が満足」との回答をいただいた。

●各分科会への関心について

新世代NWとﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが２５％、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ＆ﾛﾎﾞｯﾄｼﾃｨ

が３０％と、「ロボット分野への関心の高さ」がうかがわれた。

●パネルディスカッションについて

討議内容について「７２％が満足」との回答をいただき、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心の高さがうかがえた。

●全体を通して

継続開催の希望も９０％と非常に高く、今年度から発足した新分

科会への期待がうかがえる。

概 要

別紙３：けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2006結果報告

概 要

＜開催日時＞
2006年11月13日（月）12:00～17:30 於：大阪国際会議場 特別会議場

＜プログラム＞

■開会挨拶

・開会挨拶 吉年慶一（協議会 理事）

・武内 信博（近畿総合通信局 局長）

■基調講演
「ユニバーサルコミュニケーション社会を支える放送技術」

ＮＨＫ放送技術研究所 所長 谷岡 健吉氏

■オープンラボの活動概要

・新世代ネットワーク分科会の研究活動概要 （佐藤リーダー：名古屋大学教授）

・ユニバーサルコミュニケション分科会の研究活動概要（西田リーダー：京大教授）

・ユニバーサル＆ロボットシティ専門委員会の研究活動概要

（萩田総括：ATR知能ロボティクス研究所 所長）

■パネルディスカッション

「ユニバーサルコミュニケーション社会への期待 」

Chair ： 松山 隆司氏（京都大学教授 NICT知識創成ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究センター長）

Panelist：山内 智生氏（総務省 情報通信政策局 技術政策課 企画官）

美和 晃氏 （電通総研 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾗﾎﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

西田 豊明氏（京都大学教授）

清野 正樹氏（松下電器産業 グループマネージャー）

杉原 五郎氏（まちづくりコーディネータ・けいはんなのまちづくりを考え

る会 代表）

今年４月にスタートしたＮＩＣＴの「第２期中期計画」を基本とし、これまでの研究成果を
踏まえつつ、「新世代ネットワーク」、「ユニバーサルコミュニケーション」をテーマに、新
たな分科会体制で研究活動を推進する。
今回のシンポジウムでは、特にけいはんなオープンラボが中核拠点して取り組む「ユ

ニバーサルコミュニケーション」を重点テーマとし、その期待される社会像や今後の研
究活動方針について情報発信するとともに、本テーマに関係の深い非会員企業に幅広
くＰＲを行い、新規会員の獲得を目指す。

※「来場者アンケート」結果をもとに作成

基調講演：谷岡氏

パネリスト：（左から）山内氏、美和氏、西田氏、清野氏、杉原氏

チェア：松山氏
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